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尾
張
の
御
嶽
講
・
高
針
心
願
講
の
歴
史
と
現
在
（
小
林
）

尾
張
の
御
嶽
講
・
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針
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歴
史
と
現
在

小　

 

林　

 

奈 

央 

子

は
じ
め
に
─
─
心
願
講
と
岩
崎
御
嶽
山

　

木
曽
御
嶽
講
（
以
下
、
御
嶽
講
）
と
は
、
岐
阜
県
と
長
野
県
に
ま
た
が
る
木
曽
御

嶽
（
三
、
〇
六
七
㍍
）
を
霊
山
と
し
て
崇
め
、
登
拝
す
る
同
信
者
講
組
織
で
あ
る
。

御
嶽
講
は
、
江
戸
後
期
に
木
曽
御
嶽
を
大
衆
開
放
し
た
、
尾
張
国
の
覚
明
（
一
七
一

八

－

一
七
八
六
）
と
武
蔵
国
の
普
寛
（
一
七
三
一

－

一
八
〇
一
）
と
い
う
二
人
の
行

者
の
出
身
地
に
ち
な
み
、
特
に
東
海
や
関
東
で
盛
ん
に
組
織
さ
れ
て
き
た
。
本
論
文

で
取
り
上
げ
る
心
願
講
も
、
御
嶽
講
の
一
つ
の
系
統
で
あ
り
、
愛
知
県
東
部
を
中
心

に
各
所
で
立
講
さ
れ
て
き
た
。

　

心
願
講
の
開
祖
は
、
名
古
屋
古
出
来
町
の
明
寛
（
俗
名
：
丹
羽
宇
兵
衛
、
一
八
二

二

－

一
八
八
〇
）
と
名
古
屋
門
前
町
の
明
心
（
俗
名
：
倉
知
茂
兵
衛
、
一
八
三
六

－

一
九
一
一
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
の
開
祖
に
先
だ
っ
て
、
講
の
基
盤
を

作
っ
て
い
た
の
が
、
明
心
の
父
で
あ
る
古
伯
（
俗
名
：
倉
知
茂
兵
衛
、
一
八
〇
八

－

一
八
六
〇
）
で
あ
っ
た
。

　

明
寛
は
小
間
物
屋
を
営
み
、
尾
張
・
三
河
で
行
商
を
し
て
い
た
と
伝
わ
る
。
一
六

歳
で
名
古
屋
熱
田
の
御
嶽
行
者
・
儀
覚
（
俗
名
：
武
藤
清
六
、
一
七
六
九

－

一
八
四

一
）
と
初
め
て
木
曽
御
嶽
に
登
拝
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
儀
覚
が
、
普
寛
の
直
弟
子

で
あ
る
広
山
（
？

－

一
八
三
一
）
か
ら
行
法
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
心
願

講
は
東
海
地
方
に
あ
り
な
が
ら
、
実
際
に
は
関
東
の
普
寛
の
流
れ
を
汲
み
、
主
要
な

行
法
に
つ
い
て
は
、
普
寛
系
の
も
の
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
近
年
の
研
究
で
わ

か
っ
て
き
て
い
）
1
（
る
。
一
方
の
明
心
は
、
古
伯
を
父
に
呉
服
商
を
営
む
家
に
生
ま
れ
、

明
寛
よ
り
一
四
歳
年
下
で
あ
っ
た
。

　

明
寛
と
明
心
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）、
自
ら
が
居
住
す
る
地
域
と
は
少
し
離

れ
た
郊
外
の
岩
崎
御
嶽
山
（
現
在
の
愛
知
県
日
進
市
岩
崎
町
、
一
三
四
㍍
）
を
開
山

し
た
。
開
山
以
降
、
岩
崎
御
嶽
山
は
心
願
講
の
中
心
的
な
拠
点
と
な
り
、「
岩
崎
御

嶽
に
三
度
登
れ
ば
、
木
曽
御
嶽
に
一
度
登
っ
た
ご
利
益
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
霊
場
と

な
っ
た
。

　

岩
崎
御
嶽
山
の
由
来
を
記
す
『
岩
崎
御
嶽
山
縁
起
』（
倉
知
家
所
）
2
（
蔵
）
に
よ
る

と
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
古
伯
が
数
え
で
一
九
歳
の
時
に
御
嶽
登
拝
を
毎
年

の
行
事
と
し
、
そ
の
後
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）、
二
三
歳
の
時
に
心
願
講
を
組

織
し
、
同
年
八
月
一
六
日
に
三
七
八
名
の
登
山
者
を
引
き
連
れ
徒
歩
で
登
拝
し
た
と

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
心
願
講
の
講
祖
は
明
寛
・
明
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
な

心
願
講
の
基
盤
を
作
っ
た
の
は
、
古
伯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
明
寛

は
一
九
歳
の
と
き
に
、
古
伯
の
も
と
で
「
先
達
と
し
て
大
勢
を
倶
し
て
（
木
曽
御
嶽

に
）
登
山
」
し
、
明
心
は
一
一
歳
の
と
き
に
先
達
と
し
て
、
父
古
伯
の
御
嶽
登
拝
に

随
行
し
た
と
い
う
。

　

同
縁
起
に
よ
れ
ば
、
明
寛
・
明
心
の
二
人
は
、「
吉
田
屋
（
倉
知
家
の
屋
号
）
の

倅
兄
弟
」
と
し
て
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
閏
三
月
に
西
国
三
十
三
番
札
所
巡
り
を

し
て
お
り
、
そ
の
際
、
南
寺
町
の
徳
林
寺
に
提
出
し
た
「
往
来
一
札
」
が
倉
知
家
に

312
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愛
知
学
院
大
学
文
学
部　

紀　

要　

第
五
一
号
（
二
〇
二
二
）

残
る
。
巡
拝
の
道
中
、
明
心
が
覚
明
行
者
の
霊
夢
を
受
け
て
「
尾
張
国
岩
崎
瀧
の
山

と
云
ふ
霊
山
あ
り
此
の
山
に
御
嶽
大
権
現
を
勧
請
す
べ
し
是
諸
人
信
仰
及
び
御
山
繁

栄
福
寿
増
長
を
と
ら
す
べ
し
」
と
命
ぜ
ら
）
3
（

れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
明
寛
と
と
も
に
岩
崎

に
御
嶽
山
を
開
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
古
伯
は
岩
崎
御
嶽
開
山
の
年
に
亡
く
な
っ

た
。

　

現
在
も
岩
崎
御
嶽
山
の
社
殿
前
に
は
、
開
山
の
年
で
あ
る
「
萬
延
元
庚
申
年
」
と

刻
ま
れ
た
石
柱
が
あ
る
。
同
石
柱
の
別
の
石
面
に
は
「
心
願
講
惣
同
行
中　

勧
進
者　

出
来
町　

大
和
屋
宇
兵
衛
」
と
勧
進
者
と
し
て
明
寛
の
俗
名
が
入
っ
て
い
る
。
ま

た
、
万
延
元
年
に
岩
崎
御
嶽
山
に
建
立
さ
れ
た
石
造
物
と
し
て
、
心
願
講
猪
ノ
子
石

（
現
在
の
名
古
屋
市
名
東
区
猪
子
石
）
が
奉
納
し
た
「
金
剛
明
王
像
」、
心
願
講
春
日

井
郡
瀬
戸
川
村
（
現
在
の
尾
張
旭
市
）
が
奉
納
し
た
「
岩
戸
大
権
現
碑
」、
矢
田
村

（
現
在
の
名
古
屋
市
東
区
矢
田
町
）
心
願
講
中
が
奉
納
し
た
「
日
大
権
現
碑
」、
心
願

講
新
居
村
（
現
在
の
尾
張
旭
市
）
が
奉
納
し
た
「
大
黒
天
像
」
な
ど
が
あ
り
、
開
闢

の
時
点
で
す
で
に
東
尾
張
を
中
心
と
し
た
各
地
に
心
願
講
が
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

そ
の
後
、
明
寛
・
明
心
は
、
岩
崎
御
嶽
山
の
開
山
以
前
、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
に
す
で
に
開
闢
し
て
い
る
岩や

ざ
こ作
御
嶽
山
（
現
在
の
愛
知
県
長
久
手
市
）
と
岩
崎

御
嶽
山
の
二
つ
を
拠
点
と
し
て
、
尾
張
・
三
河
で
の
布
教
活
動
を
精
力
的
に
お
こ

な
っ
た
。
明
寛
に
関
し
て
は
、
小
間
物
の
行
商
も
兼
ね
な
が
ら
三
河
方
面
へ
も
足
し

げ
く
布
教
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
残
る
。
明
心
は
、
講
の
組
織
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
い
た
よ
う
で
、
勤
行
集
の
編
纂
に
関
わ
る
史
料
や
講
員
名
簿
な
ど
が
、
子

孫
で
あ
る
倉
知
茂
明
氏
の
も
と
に
残
る
。
の
ち
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
な
る

と
、
明
寛
の
弟
子
、
明
直
に
よ
っ
て
古
瀬
間
御
嶽
山
（
現
在
の
豊
田
市
古
瀬
間
町
）

が
開
か
れ
、
岩
崎
、
岩
作
、
古
瀬
間
の
三
つ
が
尾
張
・
三
河
地
域
の
心
願
講
の
中
心

拠
点
と
な
っ
た
。

　

本
論
文
で
は
、
心
願
講
の
本
拠
地
で
あ
る
岩
崎
御
嶽
山
か
ら
二
・
五
キ
ロ
ほ
ど
の

所
に
立
地
す
る
、
高
針
御
嶽
山
を
霊
場
と
す
る
高
針
心
願
講
（
名
古
屋
市
名
東
区
高

針
）
の
歴
史
と
現
在
に
つ
い
て
、
筆
者
が
近
年
行
っ
て
い
る
、
同
講
所
蔵
の
史
料
調

査
お
よ
び
現
地
調
査
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

高
針
心
願
講
の
立
講
と
高
針
御
嶽
山
の
開
山

　

岩
崎
御
嶽
山
か
ら
ほ
ど
な
い
名
古
屋
市
名
東
区
高
針
に
高
針
心
願
講
は
あ
る
。
猪

高
村
高
針
前
山
の
浅
井
勝
次
郎
が
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
組
織
し
た
。
勝

次
郎
は
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
尾
張
・
三
河
の
心
願
講
を
主
導
し

た
林
一
心
（
俗
名
：
林
甚
太
郎
、
一
八
七
四

－

一
九
四
三
）
を
師
と
し
て
行
法
を
伝

授
さ
れ
、
の
ち
に
寛
開
霊
神
の
号
を
授
か
っ
た
。
林
一
心
は
神
光
院
と
号
す
る
本
山

派
修
験
で
大
峯
山
喜
蔵
院
に
属
す
る
心
願
講
心
巴
講
（
名
古
屋
市
東
区
手
代
町
）
を

主
管
し
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
、
心
願
講
副
大
社
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。
高
針
心
願
講
が
所
蔵
す
る
林
一
心
の
手
に
な
る
『
佛
窟
開
創
縁
由
』（
昭
和
十

六
年
）
に
は
、
巻
末
に
心
巴
講
の
枝
講
の
講
社
名
が
あ
り
、
勝
次
郎
が
講
長
と
し
て

率
い
た
高
針
心
願
講
の
名
も
見
え
る
。
勝
次
郎
は
一
心
に
師
事
し
つ
つ
岩
崎
御
嶽
山

や
岩
作
御
嶽
山
で
修
行
を
重
ね
、
自
宅
に
神
殿
を
構
え
、
月
並
祭
を
お
こ
な
っ
て
い

た
。
神
降
ろ
し
の
巫
儀
で
あ
る
御
座
を
立
て
、
村
の
人
び
と
の
病
気
の
相
談
や
悩
み

に
応
え
、
加
持
祈
祷
を
お
こ
な
っ
て
い
）
4
（

た
。

　

戦
後
、
高
針
心
願
講
は
自
ら
の
修
行
の
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。
当
時
、
高

針
地
区
で
は
、
高
針
開
墾
組
合
が
結
成
さ
れ
、
田
畑
と
山
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
高
針

の
地
の
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
諸
説
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
高
針
と
い
う
地
名

311
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尾
張
の
御
嶽
講
・
高
針
心
願
講
の
歴
史
と
現
在
（
小
林
）

は
「
高
き
地
を
開は

り墾
た
る
を
高た
か
は
り治

」
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
と
さ
）
5
（
れ
、
ま
た
、
江
戸
後

期
の
『
尾
張
徇
行
記
』
に
は
、「
此
村
ハ
名
古
屋
ヨ
リ
末
森
村
を
歴
て
通
ス
ル
所
ノ

信
州
飯
田
街
道
筋
ニ
ア
リ
、
四
瀬
戸
ニ
分
ル
北
嶋
古
谷
島
森
嶋
今
前
山
ト
云
又
東
ノ

端
ヲ
新
屋
敷
ト
云
一
村
ツ
ヽ
キ
ノ
所
ナ
リ
」
と
あ
）
6
（
る
。
信
州
飯
田
街
道
と
は
名
古
屋

城
下
か
ら
信
州
飯
田
に
至
る
道
で
、
輸
送
馬
（
中
馬
）
の
中
継
点
で
あ
っ
た
三
河
の

足
助
に
つ
な
が
る
脇
街
道
の
一
つ
が
高
針
を
通
っ
て
い
た
（
高
針
街
道
）。
こ
こ
に

あ
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
中
頃
ま
で
は
、
北
嶋
、
古
谷
島
、
森
嶋
、
新
屋
敷
の
四
つ

の
島
（
嶋
）、
す
な
わ
ち
シ
マ
（
集
落
）
で
一
村
を
形
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
の
後
、
水
害
や
戸
数
の
増
加
な
ど
か
ら
森
嶋
が
「
前
山
」
と
「
西
山
」
に
分

か
れ
、
古
谷
は
、「
東
古
谷
」
と
「
西
古
谷
」
に
分
か
れ
、
計
六
つ
の
シ
マ
が
で

き
、
今
に
至
っ
て
い
）
7
（
る
。

　

そ
う
し
た
高
針
地
区
の
開
墾
事
業
を
め
ぐ
る
活
動
の
中
で
、
高
針
心
願
講
の
霊
場

開
設
の
動
き
も
進
ん
だ
。
現
在
の
猪
高
緑
地
の
南
端
、
極
楽
山
（
現
在
の
親
鸞
山
、

標
高
一
一
一
㍍
）
に
御
嶽
の
神
々
が
勧
請
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十

月
、
高
針
御
嶽
山
と
し
て
開
山
さ
れ
）
8
（
た
。

　
「
高
針
御
嶽
山
開
設
の
事
」（
高
針
心
願
講
所
蔵
）
に
は
、「
高
針
東
方
極
楽
山

上
」
に
高
針
御
嶽
山
が
開
設
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
挙
げ
て
み
）
9
（
る
。

　
　

高
針
御
嶽
山
開
設
の
事

　
　
　
　
　

場
所
高
針
東
方
極
楽
山
上

　
　
　

右
開
設
に
当
り
兼
て
依
り
心
願
講
高
針
講
員
は　

　
　
　

高
針
地
内
に
行
場
と
定
む
可
く
御
嶽
大
神
を
御
嶽
大
神
を

　
　
　

御
祭
り
上
げ
度
き
意
向
の
時
高
針
開
墾
組
合
で

　
　
　

開
墾
記
念
事
業
と
し
て
何
様
か
を
祭
り
度
き

　
　
　

考
案
中
な
れ
ば
講
員
に
合
意
あ
れ
ば
相
談
の
上
へ

　
　
　

御
嶽
大
神
を
祭
る
気
は
無
い
か
と
の
事
を
当
時

　
　
　

組
合
顧
問
浅
井
兵
馬
氏
依
り
話
し
有
り

　
　
　

願
ひ
叶
っ
た
り
で
早
速
話
し
進
め
て
戴
き
幸
ひ
に

　
　
　

し
て
急
ぐ
話
し
な
り
し
は
時
の
組
合
長
加
藤
時
三
郎

　
　
　

副
組
合
長
佐
橋
信
壽
両
氏
始
め
と
し
組
合
役
員

　
　
　

及
組
合
員
諸
氏
の
協
力
大
な
る
も
の
よ
り
開
山
と
進
む

　
　
　

事
が
出
来
て
講
員
一
同
嬉
び
又
大
な
る
も
の
の
中
に

　
　
　

昭
和
二
十
四
年
八
月
着
手
今
年
拾
月
八
日
に

　
　
　

初
の
祭
り
事
目
出
度
行
へ
り
其
の
当
日

　
　
　

組
合
、
講
員
の
立
場
の
互
意
か
ら
と
て
不
備
の

　
　
　

点
出
ず
る
為
後
難
を
無
く
す
る
故
へ
に
合
意
相
談

　
　
　

の
上
へ
今
後
祭
り
事
は
御
嶽
講
員
主
體
と
し

　
　
　

一
切
を
ま
か
せ
祭
事
に
誠
心
助
力
に
当
る
事
を

　
　
　

定
め
た
も
の
後
年
に
お
け
る
役
員
諸
氏
及
組
合
員

　
　
　

は
心
安
ら
か
に
地
元
は
勿
論
字
人
等
の
幸
ひ
を
祈
念
し

　
　
　

開
墾
組
合
記
念
事
業
を
以
て
す
此
の
山
を
益
々

　
　
　

栄
後
世
に
残
す
記
念
事
業
を
次
々
と

　
　
　

御
協
力
あ
っ
て
記
録
を
綴
ら
る
や
う
書
き
残
す

　
　
　
　
　

毎
年
の
祭
事

　
　
　
　
　

大
祭
と
し　

春
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
十
月　

吉
日
に
す　

印
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以
上
の
よ
う
に
、
心
願
講
の
講
員
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
の
協
力
が

あ
っ
て
、
高
針
の
極
楽
山
に
鳥
居
と
社
殿
が
出
来
上
が
っ
た
。
右
に
続
く
史
料

に
）
10
（

は
、
高
針
開
墾
組
合
の
組
合
長
、
副
組
合
長
、
顧
問
の
ほ
か
、
高
針
の
各
嶋
（
シ

マ
）
ご
と
の
役
員
、
そ
し
て
、
先
達
浅
井
勝
治マ

マ

郎
、
副
先
達
大
鐘
明
な
ど
高
針
心
願

講
の
役
員
の
名
前
が
続
く
。
ま
た
、「
綴
参
」
と
付
さ
れ
た
史
料
に
は
、「
開
設
当
時

備
品
と
其
の
他
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

一
、
堂
購
入
貮
棟

　
　

一
、
佛
體
千
手
観
音　
　
　
　
　

一

　
　

一
、
中
央
大
日
大
聖
不
動
明
王　

一

　
　

一
、
弘
法
大
師　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

一
、
其
の
他
の
小
備
品　

二
、
三
種

　

こ
の
よ
う
に
、
社
殿
に
勧
請
さ
れ
た
御
嶽
大
神
の
ほ
か
に
は
仏
像
が
安
置
さ
れ

た
。
昭
和
二
十
四
年
八
月
に
開
山
に
向
け
始
動
、
九
月
に
起
工
と
な
り
、
そ
の
際
に

記
さ
れ
た
「
高
針
極
楽
御
嶽
山
開
設
奉
願
帳
」（
高
針
心
願
講
所
蔵
）
で
は
、
発
起

人
が
高
針
御
嶽
心
願
講
、
後
援
者
と
し
て
高
針
開
墾
組
合
お
よ
び
篤
志
者
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
開
山
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
心
願
講
の
講
員
で
あ
る
が
、
地

元
の
人
び
と
か
ら
の
理
解
と
協
力
を
受
け
て
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
翌
月
の
十

月
八
日
十
時
か
ら
開
山
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
折
の
引
札
に
は
、「
余
興　

宝
さ

が
し
」
と
の
記
載
も
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
推
察
で
き
る
こ
と
は
、
高
針
心
願
講
の
行

者
た
ち
が
、
自
ら
の
行
を
厳
修
す
る
地
と
し
て
開
山
し
な
が
ら
も
、
閉
鎖
的
な
霊
場

で
は
な
く
広
く
地
元
の
人
び
と
に
も
開
か
れ
た
場
所
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
開
山
式
以
降
、「
高
針
御
嶽
山
開
設
の
事
」
の
末
尾
に
あ
る
よ
う
に
、

春
四
月
と
秋
十
月
の
吉
日
に
大
祭
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
開
山

と
同
じ
年
に
極
楽
山
頂
に
御
嶽
大
神
碑
、
翌
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
二
月
に
、
浅

井
錠
太
郎
ほ
か
親
族
一
同
に
よ
っ
て
高
針
心
願
講
初
代
の
浅
井
勝
次
郎
、
す
な
わ
ち

寛
開
霊
神
を
祀
る
霊
神
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
高
針
御
嶽
山
は
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

被
害
な
ど
で
、
社
殿
も
参
道
も
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
社
殿
の
再
建
と
参

道
の
整
備
が
急
務
と
な
り
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
一
月
よ
り
講
員
が
主
体

と
な
っ
て
自
ら
の
手
で
社
殿
の
再
建
お
よ
び
参
道
の
修
繕
を
開
始
し
、
同
年
五
月
に

完
成
し
）
11
（

た
。
こ
の
再
建
で
発
起
人
と
な
っ
た
の
が
、
高
針
心
願
講
第
二
代
、
高
針
東

古
谷
の
大
鐘
明
（
一
九
一
一

－

一
九
九
二
）、
の
ち
の
明
東
霊
神
で
あ
る
、
大
鐘
明

は
、
父
親
の
病
気
を
治
し
て
ほ
し
い
と
い
う
祈
願
の
た
め
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二

六
）
に
高
針
心
願
講
の
信
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
神
降
ろ
し
の
御
座
で
、
神
霊
を

自
身
に
憑
依
さ
せ
る
憑
坐
役
の
中
座
と
な
り
、
講
の
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。
高
針

心
願
講
で
は
、
毎
年
節
分
に
近
い
日
曜
日
に
星
祭
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

星
祭
を
高
針
心
願
講
の
祭
事
と
し
て
、「
鎮
宅
霊
符
神
法
」
と
と
も
に
講
社
に
も
た

ら
し
た
の
は
、
林
一
心
の
も
と
に
通
っ
て
宣
託
を
受
け
た
明
で
あ
る
と
い
）
12
（

う
。

高
針
心
願
講
所
蔵
『
佛
窟
開
創
縁
由
』

　

高
針
心
願
講
で
は
現
在
、
第
四
代
先
達
の
大
鐘
和
久
が
中
心
と
な
っ
て
、
修
行
な

ど
の
宗
教
実
践
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
事
、
行
事
を
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
、
木
曽
御
嶽
の
王
滝
口
里
宮
後
方

に
あ
る
仏
窟
の
再
興
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
祭
事
の
復
活
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
こ
の
仏
窟
の
由
来
が
書
か
れ
た
『
佛
窟
開
創
縁
由
』
が
高
針
心
願
講
に
所
蔵
さ
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尾
張
の
御
嶽
講
・
高
針
心
願
講
の
歴
史
と
現
在
（
小
林
）

れ
て
い
る
。
こ
の
縁
由
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
林
一
心
に
よ
り
書
か
れ
、

正
本
は
佛
窟
内
に
納
め
ら
れ
、
副
本
三
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
林
一
心
、
木
曽
王
滝
の
旧

修
験
胡
桃
澤
光
一
、
名
古
屋
市
東
区
黒
門
町
の
心
願
講
心
巴
組
福
寿
講
の
浅
野
清
吉

に
渡
さ
れ
）
13
（
た
。

　

林
一
心
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
山
派
修
験
で
あ
り
、
大
峯
山
喜
蔵
院
末
の

心
願
講
心
巴
講
を
主
導
し
て
多
く
の
枝
講
を
取
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
心
願
講
の
副
大

社
長
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
が
自
ら
の
来
歴
を
述
べ
た
『
林
家　

林
一
心
由
来　

記
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
関
敦
啓
が
詳
細
な
報
告
を
し
て
い
る
た
）
14
（
め
、
こ

こ
で
は
概
括
す
る
の
み
に
し
て
お
く
が
、
一
心
は
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
生
ま
れ

で
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
七
歳
で
西
加
茂
郡
の
福う

き
が
い谷
小
学
校
に
入
学
し

た
。
と
こ
ろ
が
同
じ
こ
ろ
大
病
に
よ
っ
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
。
医
薬
で
は
治

ら
ず
、
父
親
が
御
嶽
神
社
で
、
自
分
の
子
と
し
て
で
は
な
く
、
成
長
し
た
暁
に
は
神

様
の
守
を
す
る
者
に
さ
せ
る
と
約
し
、
三
七
日
（
二
十
一
日
）
間
の
願
掛
け
を
お
こ

な
う
と
、
た
ち
ま
ち
全
快
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、

十
四
歳
の
と
き
福
谷
の
心
願
講
の
勤
行
に
加
わ
り
勤
行
を
開
始
し
、
行
者
と
し
て
生

き
る
道
を
選
ん
だ
。
そ
の
よ
う
に
一
心
が
志
し
た
背
景
に
は
、
自
分
が
「
今
日
ノ
健

全
モ
神
ア
ル
故
」
と
し
、
神
へ
の
祈
願
に
よ
っ
て
死
の
淵
か
ら
生
還
で
き
た
こ
と
へ

の
恩
返
し
と
、
同
じ
よ
う
に
苦
し
む
人
々
の
救
済
を
目
指
し
発
心
し
た
こ
と
が

あ
）
15
（
る
。

　

そ
の
一
心
が
、
最
晩
年
に
記
し
た
も
の
が
、『
佛
窟
開
創
縁
由
』（
昭
和
十
六
年
）

で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

　
　

昭
和
三
年
八
月
十
九
日
ノ
夜　

心
巴

　
　

講
講
長
一
心
行
者
大
峯
山
参

　
　

詣
セ
ラ
レ
祈
願
圓
満
副
行
ト
シ
テ

　
　

名
古
屋
市
東
區
車
道
町
四
丁
目

　
　

副
講
元
三
輪
房
次
郎
神
前
ニ
テ
副
講

　
　

元
一
柳
十
寸
穂
始
メ
青
木
𠮷
次
郎
拾

　
　

餘
名
詣
ヒ
集
ヒ
般
若
心
経
一
千
巻

　
　

讀
誦
中
御
嶽
山
開
祖
普
寛
行
者

　
　

心
巴
講
副
大
先
達
寺
田
浅
吉
ノ
霊
媒

　
　

ニ
御
降
臨
座
シ
坐
シ
テ
誨オ

シ
エ

テ
曰
ク
信
濃

　
　

國
西
筑
摩
郡
木
曽
御
嶽
山
王
滝

　
　

口
里
宮
后
方
ニ
佛
窟
ア
リ
薬
師
瑠
璃

　
　

光
如
來
十
一
面
觀
世
音
菩
薩
此
二
佛

　
　

ハ
御
嶽
山
座
王
權
現
御
脇
侍
佛
日
光

　
　

佛
月
光
佛
此
ニ
佛
ハ
薬
師
瑠
璃
光
如

　
　

來
御
脇
侍
佛
鎮
座
ス

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
八
月
十
九
日
の
夜
、
大
峯
山
で

修
行
を
終
え
名
古
屋
に
戻
っ
た
一
心
ら
が
、
副
講
元
の
三
輪
房
次
郎
宅
の
神
前
に

て
、
副
講
元
一
柳
十
寸
穂
、
青
木
𠮷
次
郎
ら
十
余
名
と
祈
願
円
満
の
副
行
と
し
て
般

若
心
経
一
千
巻
を
読
誦
し
て
い
た
ら
、
寺
田
浅
吉
の
霊
媒
（
中
座
）
に
開
祖
普
寛
行

者
が
降
臨
さ
れ
、
王
滝
口
里
宮
の
後
方
に
仏
窟
が
あ
り
、
そ
こ
に
薬
師
瑠
璃
光
如

来
、
十
一
面
観
音
の
二
仏
が
あ
り
、
こ
の
二
仏
が
御
嶽
山
座
王
権
現
の
脇
侍
仏
、
日

光
仏
、
月
光
仏
の
二
仏
は
薬
師
瑠
璃
光
如
来
の
脇
侍
仏
と
し
て
鎮
座
し
て
い
る
と
宣

べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
『
佛
窟
開
創
縁
由
』
で
は
さ
ら
に
、
普
寛
が
、
現
在
、
剣
ヶ
峰
（
木
曽
御
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嶽
山
の
最
高
峰
）
に
祀
ら
れ
た
神
鏡
は
大
変
由
緒
あ
る
も
の
で
、
医
王
如
来
の
徳
が

高
く
、「
五
濁
乱
慢
ノ
下
根
ノ
人
ハ
座
王
権
現
ト
化
シ
テ
水
火
盗
兵
難
及
病
患
横
死

等
諸
難
ヲ
祓
ヒ
玉
フ
」
と
し
、
と
り
わ
け
眼
病
患
者
に
は
、
神
歌
を
唱
え
て
一
心
に

祈
願
す
れ
ば
必
ず
全
治
す
る
と
誓
い
、
開
創
す
る
よ
う
神
勅
を
下
し
た
と
す
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
普
寛
に
よ
る
神
勅
を
受
け
た
一
心
た
ち
は
、
直
ち
に
王
滝
に
向

か
い
、
地
元
に
住
む
胡
桃
澤
光
一
に
案
内
を
頼
み
、
普
寛
が
示
し
た
場
所
を
探
し
求

め
た
が
、「
所
在
鮮
明
ナ
ラ
ス
」
で
あ
る
た
め
、
村
の
古
老
に
聞
い
て
み
る
と
、「
五

味
澤
」
と
称
す
る
場
所
と
判
明
し
た
が
、
案
内
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
理

由
を
一
心
た
ち
が
尋
ね
る
と
、
そ
の
場
所
へ
行
く
と
草
木
に
触
れ
る
だ
け
で
悪
寒
を

覚
え
、
床
に
臥
す
人
も
数
人
い
た
。
い
ま
は
皆
怖
が
っ
て
誰
一
人
と
し
て
近
寄
ら
な

い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
そ
の
方
向
だ
け
指
示
し
て
も
ら
い
、
山
渓
を
分
け
入
り
、

木
を
伐
り
、
い
ば
ら
や
雑
草
を
刈
り
な
が
ら
万
難
を
排
し
、
現
場
に
到
着
す
る
と
巨

大
な
岩
窟
が
現
れ
、
一
同
「
恐
懼
感
激
ニ
堪
ヘ
ズ
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
心
が

中
に
岩
窟
内
に
入
る
と
、
普
寛
の
神
勅
通
り
、「
正
面
ニ
三
社
前
面
ニ
木
像
二
軀
安

置
シ
テ
ア
ル
ヲ
拝
シ
」
た
。
そ
し
て
、
護
摩
供
、
経
典
読
誦
、
応
急
施
設
を
お
こ

な
っ
て
、
今
後
は
総
員
一
心
御
山
繁
栄
信
者
の
拡
大
増
進
を
誓
っ
て
退
下
し
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
同
志
で
諮
っ
て
心
願
講
心
巴
組
と
胡
桃
澤
光
一
を
共
同
管
理
と
し
て

経
営
す
る
こ
と
に
決
め
、
参
道
の
開
設
、
窟
内
の
様
々
な
整
備
を
し
て
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
初
夏
に
竣
工
、
同
年
七
月
二
十
九
日
に
式
典
を
厳
修
し
た
。

　
『
佛
窟
開
創
縁
由
』
に
は
さ
ら
に
、
式
典
後
、
参
拝
者
が
増
え
、
中
に
は
入
口
の

柵
の
錠
を
切
断
し
、（
中
の
も
の
を
）
盗
み
出
そ
う
と
す
る
お
か
し
な
人
も
来
る
た

め
、
協
議
し
て
鍵
は
王
滝
口
の
胡
桃
澤
光
一
の
元
に
て
保
管
し
、
胡
桃
澤
も
し
く
は

一
心
の
許
可
な
く
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
神
勅
に
よ
り
女
人
禁
制
で

あ
る
こ
と
（
但
し
、
一
週
間
以
上
潔
斎
し
た
信
者
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
）
な
ど
も

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
普
寛
の
神
勅
に
は
、「
佛
窟
向
ツ
テ
左
ノ
岩
間
ヨ
リ
滴
ス

御
神
水
ハ
薬
師
瑠
璃
光
如
来
御
授
与
ノ
御
慈
悲
ナ
リ
如
何
ナ
ル
難
治
眼
病
モ
即
座
ニ

治
ス
」、「
佛
窟
向
ツ
テ
左
に
降
下
シ
數
十
間
行
キ
タ
ル
所
ニ
社
祠
ア
リ
日
光
佛
月
光

佛
御
鎮
座
其
下
ヨ
リ
神
水
湧
出
ス
胃
病
第
一
ト
シ
テ
諸
病
ノ
効
験
著
大
ナ
リ
」、
そ

し
て
こ
れ
を
「
製
薬
者
ニ
此
水
ヲ
用
ユ
ベ
キ
宣
傳
セ
ラ
レ
ヨ
」
と
あ
っ
た
と
い
う
。

た
だ
、
高
針
心
願
講
の
当
代
先
達
で
あ
り
、
平
成
末
に
こ
の
佛
窟
の
再
興
を
目
指

し
、
再
興
委
員
会
の
代
表
も
務
め
た
大
鐘
和
久
に
よ
れ
ば
、
御
神
水
が
湧
出
し
て
い

る
場
所
は
い
ま
も
特
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
）
16
（

う
。

　

現
在
、
高
針
心
願
講
で
は
、
平
成
末
の
再
興
以
降
、
五
月
二
十
二
、
二
十
三
日
に

講
社
で
佛
窟
掃
除
と
慰
霊
大
祭
を
お
こ
な
い
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
令
和
三
年
に
も
感
染

に
配
慮
し
な
が
ら
執
行
さ
れ
た
。

お
わ
り
に
─
─
高
針
心
願
講
の
現
況

　

以
上
、
御
嶽
講
の
心
願
講
に
属
す
る
高
針
心
願
講
の
歴
史
に
つ
い
て
、
同
講
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
万
延
元
年
に
開
山
さ
れ
た
、
心
願

講
最
大
の
拠
点
で
あ
る
岩
崎
御
嶽
山
と
至
近
に
あ
り
、
岩
崎
と
の
関
係
は
持
ち
つ
つ

も
、
同
時
に
初
代
先
達
の
浅
井
勝
次
郎
（
寛
開
霊
神
）
が
、
心
願
講
心
巴
講
を
主
管

し
た
林
一
心
に
師
事
し
た
こ
と
か
ら
、
林
一
心
か
ら
の
行
法
の
影
響
を
強
く
受
け

た
。

　

現
在
、
高
針
心
願
講
で
は
、
第
四
代
先
達
を
務
め
る
大
鐘
和
久
に
よ
っ
て
、
一
心

伝
授
の
星
祭
を
は
じ
め
、
四
十
近
い
年
中
行
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。
高
針
御
嶽
山
で

の
春
季
・
秋
季
の
季
節
の
大
祭
は
も
ち
ろ
ん
、
心
願
講
の
拠
点
で
あ
る
岩
崎
御
嶽
山

や
岩
作
御
嶽
山
な
ど
で
も
季
節
の
大
祭
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
帝
龍
王
神
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尾
張
の
御
嶽
講
・
高
針
心
願
講
の
歴
史
と
現
在
（
小
林
）

や
白
美
龍
神
社
な
ど
、
名
東
区
内
に
祀
ら
れ
た
複
数
の
社
で
祭
祀
を
続
け
て
い
る
。

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
立
講
さ
れ
た
高
針
心
願
講
は
、
令
和
三
年
（
二
〇
二

一
）、
立
講
百
周
年
を
迎
え
た
。
十
一
月
に
は
、
百
周
年
を
記
念
し
た
三
十
八
年
ぶ

り
の
火
渡
り
の
催
行
が
あ
っ
た
。
高
針
の
氏
神
で
あ
る
高
牟
神
社
に
名
東
区
内
外
か

ら
約
八
〇
〇
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
心
願
講
の
枝
講
の
一
つ
と

い
う
組
織
で
あ
り
な
が
ら
、
貴
重
な
史
料
を
多
数
所
蔵
し
、
尾
張
の
心
願
講
の
歴
史

を
今
に
伝
え
る
重
要
な
講
社
で
あ
る
。
今
後
も
資
料
の
分
析
を
継
続
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

注（
1
） 

関
敦
啓
が
「
在
俗
行
者
の
行
法
│
尾
張
に
お
け
る
儀
覚
系
御
嶽
講
を
例
に
│
」『
山

岳
修
験
』
三
九
号
、
二
〇
〇
七
年
、
同
「
在
俗
行
者
の
系
譜
と
里
山
霊
場
の
存
在
形
態

│
尾
張
の
御
嶽
講
を
例
に
│
」『
山
岳
修
験
』
第
四
二
号
、
二
〇
〇
八
年
に
お
い
て
、

名
古
屋
熱
田
の
儀
覚
か
ら
東
海
地
方
に
広
ま
っ
た
普
寛
系
の
御
嶽
講
を
「
儀
覚
系
御
嶽

講
」
と
呼
称
し
、
そ
の
後
、
御
嶽
講
研
究
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
。

（
2
） 

明
心
の
子
孫
で
あ
る
倉
知
茂
明
氏
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
奥
書
に
「
心
願
講
大
先

達　

名
古
屋
市
中
區
門
前
町　

倉
知
茂
兵
衛
正
心　

大
正
三
年
九
月
」
と
あ
る
。
正
心

は
明
心
の
子
で
明
心
の
後
を
継
ぎ
心
願
講
大
社
長
を
務
め
た
。

（
3
） 

『
岩
崎
御
嶽
山
縁
起
』
に
は
、
そ
の
霊
夢
を
ど
こ
で
受
け
た
か
に
つ
い
て
は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
が
、
心
願
講
内
で
の
伝
承
で
は
、
結
願
霊
場
の
谷
汲
山
華
厳
寺
（
岐
阜
県

揖
斐
川
町
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

『
立
講
九
十
周
年
記
念　

高
針
心
願
講
縁
起
』
二
〇
一
二
年
、
五
頁
。

（
5
） 

津
田
正
生
『
尾
張
国
地
名
考
』
一
一
八
頁
、
一
九
一
六
年
。

（
6
） 

樋
口
好
古
『
尾
張
徇
行
記
』
一
一
九
オ
丁
、
一
八
二
二
年
。

（
7
） 

小
林
元
『
猪
高
村
物
語
』
一
九
八
八
年
、
二
六
頁

－

二
七
頁
。

（
8
） 

親
鸞
山
は
名
古
屋
市
守
山
区
の
東
谷
山
（
一
九
八
㍍
）
に
続
く
、
名
古
屋
市
内
で
二

番
目
に
標
高
が
高
い
。

（
9
） 

「
高
針
御
嶽
山
開
設
の
事
」「
綴
壱
」
と
付
さ
れ
た
史
料
。

（
10
） 

「
綴
貮
」
と
付
さ
れ
た
史
料
。

（
11
） 

『
立
講
九
十
周
年
記
念　

高
針
心
願
講
縁
起
』
二
〇
一
二
年
、
七
頁
。

（
12
） 

『
立
講
九
十
周
年
記
念　

高
針
心
願
講
縁
起
』
二
〇
一
二
年
、
八
頁
。

（
13
） 

現
在
、
高
針
心
願
講
が
所
蔵
す
る
縁
由
は
、
林
一
心
自
身
が
所
持
し
て
い
た
一
巻
で

あ
る
。

（
14
） 

関
敦
啓
「
御
嶽
講
の
行
法
に
ま
つ
わ
る
帰
属
意
識
│
行
者
周
辺
か
ら
の
考
察
│
」
長

谷
部
八
朗
編
著
『「
講
」
研
究
の
可
能
性
』
慶
友
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
三
八

－

一
八

〇
頁
。

（
15
） 

関
敦
啓
、
前
掲
書
、
一
四
九

－

一
五
〇
頁
。

（
16
） 

「
佛
窟
由
緒
の
ご
案
内
│
佛
窟
の
ご
利
益
と
佛
窟
開
創
縁
由
│
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

佛
窟
霊
場
再
興
委
員
会
・
大
鐘
和
久
、
二
〇
一
七
年
。
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